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（1）　中央会あいち　2017年４月

リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
た
名
駅
再
開
発

　
２
０
２
７
年
の
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
て
、
名
駅
地
区
の
再

開
発
が
加
速
し
て
い
る
。
名
駅
前
で
は
、
４
月
に
「
Ｊ
Ｒ

ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
」
と
「
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
」
が
全
面
開
業
を
迎
え

る
。
名
駅
南
の
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
24
地
区
で
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
ゲ
ー
ト
」
の
オ
フ
ィ
ス
部
分
が
４
月
に
開
業
し
、
秋
に
は

ホ
テ
ル
部
分
が
開
業
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
リ
ニ
ア
名
古
屋

駅
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ス
ク
エ
ア
（
乗
り
換
え
空
間
）
構
想
は
、

現
在
の
複
雑
な
乗
換
動
線
を
可
能
な
限
り
直
線
化
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
利
便
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
リ
ニ
ア
名
駅
へ
の
高
速
道
路
の
ア
ク
セ
ス
も
市
か
ら
整
備

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。名
駅
東
側
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、

名
古
屋
高
速
・
新
洲
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
名
鉄
バ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

向
か
っ
て
新
規
出
入
口
が
整
備
さ
れ
る
計
画
で
、
名
駅
西
側

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
現
在
の
黄
金
Ｉ
Ｃ
に
新
し
く
出
入
口
を

追
加
し
、
フ
ル
Ｉ
Ｃ
化
を
図
っ
た
上
で
、
椿
町
線
を
整
備
し

名
駅
へ
の
時
間
短
縮
を
実
現
す
る
。
リ
ニ
ア
時
代
に
１
割
以

上
も
増
加
す
る
名
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
車
両
を
東
西
に
分
散
す

る
こ
と
で
、
利
便
性
向
上
と
渋
滞
緩
和
を
両
立
さ
せ
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
魅
力
を
発
信
す
る
金
城
ふ
頭

　
一
方
、
17
年
は
、
名
古
屋
港
金
城
ふ
頭
が
４
月
の
レ
ゴ
ラ

ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
と
メ
イ
カ
ー
ズ
ピ
ア
の
オ
ー
プ
ン
で
ガ
ラ

リ
と
変
わ
る
。
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
と
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー

ド
ー
ム
に
加
え
、
11
年
開
業
の
リ
ニ
ア
鉄
道
館
が
集
客
を

担
っ
て
き
た
が
、
４
月
に
は
屋
外
型
と
し
て
国
内
唯
一
の
レ

ゴ
ラ
ン
ド
と
、
飲
食
や
体
験
型
施
設
が
中
心
の
メ
イ
カ
ー
ズ

ピ
ア
が
同
時
開
業
す
る
。
レ
ゴ
ラ
ン
ド
は
年
間
200
万
人
の
来

場
者
を
見
込
み
、
中
部
圏
社
会
経
済
研
究
所
に
よ
る
と
経
済

波
及
効
果
は
895
億
円
と
試
算
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
レ
ゴ
ラ
ン
ド
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
金
城

ふ
頭
と
ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
を
結
ぶ
水
上
バ
ス
が
平
日
も
運
航
さ

れ
る
。
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
24
南
側
か
ら
、
中
川
運
河
の
ら
ら

ぽ
ー
と
進
出
の
み
な
と
ア
ク
ル
ス
、
ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
、
金
城

ふ
頭
な
ど
を
結
び
、
最
終
的
に
は
堀
川
の
納
屋
橋
ま
で
回
遊

す
る
水
上
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
る
。
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
面
で

金
城
ふ
頭
の
整
備
が
進
む
こ
と
か
ら
、
対
抗
し
て
名
古
屋
港

水
族
館
を
有
す
る
ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
の
整
備
も
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

栄
の
に
ぎ
わ
い
が
観
光
都
市
へ
の
鍵

　
17
年
は
名
駅
地
区
と
金
城
ふ
頭
で
の
動
き
が

活
発
で
あ
る
が
、
栄
地
区
も
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
動
き
出
し
て
い
る
。
栄
地
区
と
の
広
域
連

携
が
不
可
欠
な
名
城
地
区
で
は
、
名
古
屋
城
天

守
閣
の
22
年
12
月
完
成
を
目
指
し
、
木
造
復
元

に
向
け
た
約
10
億
円
の
関
連
予
算
案
が
可
決
さ

れ
た
。
名
古
屋
城
は
焼
失
前
の
詳
細
な
設
計
図

が
残
っ
て
お
り
、
戦
前
と
ほ
ぼ
同
じ
造
り
で
木

造
復
元
で
き
る
。
総
事
業
費
の
505
億
円
は
、
入

場
料
収
入
で
賄
う
計
画
で
あ
る
。

　
愛
知
県
の
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
、
訪
日
客
の
６
割
近
く
が
名
古
屋
城
を
訪
問

し
て
お
り
、
名
古
屋
城
は
都
市
観
光
の
顔
と
も

言
え
る
。市
は
名
駅
と
名
城
を
結
ぶ
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
バ

ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
の
整
備
も
検
討
し
て

お
り
、
ト
ヨ
タ
と
協
力
し
、
燃
料
電
池
や
自
動

運
転
技
術
を
生
か
し
た
車
両
開
発
に
も
着
手
す

る
。

　
ま
た
、
市
は
26
年
の
夏
季
ア
ジ
ア
大
会
の
開

催
に
向
け
、
中
心
部
の
久
屋
大
通
公
園
の
南
側

に
５
０
０
０
人
規
模
の
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ア

リ
ー
ナ
を
整
備
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
東
京
五
輪
か
ら
愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
大

会
に
向
け
て
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
底
上
げ
し
、
中

心
部
の
魅
力
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

東
京
タ
ワ
ー
や
通
天
閣
の
設
計
を
手
掛
け
た
内

藤
多
仲
氏
が
設
計
し
た
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
の
集

客
戦
略
も
不
可
欠
で
、
栄
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

が
大
き
く
動
き
出
す
17
年
に
な
る
だ
ろ
う
。

観
光
都
市
・
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
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地域経済。



■
組
合
の
設
立
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
平
成
11
年
に
中
小
企
業
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
中
小
企
業

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
新
た
に
中
小
企
業

の
範
囲
内
に
入
っ
た
愛
知
県
下
の
水
質
検
査
指
定
業
者
５
社

が
集
ま
っ
て
、
平
成
12
年
５
月
に
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
水
を
は
じ
め
と
す
る
、
人
の
生
命
に
か
か
わ
る
環
境
の
安

全
性
と
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
活
動
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

■
組
合
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
温
泉
施
設
の
水
質
検
査
の
共
同
受
注
が
主
な
活
動
で
す
。

　
ま
た
、
検
査
に
必
要
な
高
額
資
材
や
薬
品
類
を
共
同
購
買

し
て
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
適
正
な
検
査
料
金
を
維
持
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
心
を
潤
す

安
心
・
安
全
な
水
の
定
期
管
理

VOICE

愛
知
水
質
検
査
協
同
組
合
　
　
代
表
理
事
　

大
場 

和
子
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■
現
在
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
災
害
時
の
飲
料
水
の
安
全
確
保
で
す
。
近
年
、
東
日
本
大

震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
大
規
模
な
震
災
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
東
海
地
震
や
東
南
海
地
震
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

当
地
区
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
時
の
飲
料
水
確

保
は
重
要
問
題
で
す
。
し
か
し
専
門
技
術
が
要
る
た
め
、
誰

で
も
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
商
売
に
直
接
結
び
つ

く
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
が
組
合
と
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

水
質
検
査
業
者
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
繋

が
る
と
組
合
内
か
ら
声
が
上
が
り
、
愛
知
県
防
災
局
へ
働
き

か
け
、
水
質
検
査
業
務
の
協
力
実
施
に
関
す
る
協
定
を
愛
知

県
と
締
結
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
12
月
の
こ
と
で

す
。

■
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
検
査
の
際
に
必
要
な
試
料
の
採
取
と
運
搬
、
臨
時
の
水
質

検
査
な
ど
の
業
務
を
、
災
害
時
の
要
請
で
実
施
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
協
定
で
す
。

　
災
害
時
に
は
、
行
政
か
ら
の
要
請
で
自
衛
隊
が
給
水
設
備

を
設
置
し
ま
す
。
し
か
し
、
自
衛
隊
が
す
ぐ
に
把
握
で
き
な

い
地
域
特
性
な
ど
も
あ
り
、
実
際
は
稼
働
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
地
域
ご
と
の
井
戸
や
給

水
用
施
設
な
ど
の
水
資
源
が
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
が
、
災
害

に
よ
っ
て
様
々
な
環
境
変
化
が
起
き
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
、

有
害
な
化
学
物
質
等
が
飲
料
水
に
混
入
す
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
災
害
時
に
お
け
る
水
質
汚
染
の
状
況
を
速
や
か
に
分
析
・

検
査
し
、
飲
料
水
と
し
て
使
用
で
き
る
か
を
判
定
す
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
な
水
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知水質検査協同組合

代表者名：大場和子

設立年月：2000年 5月

組合員数：4人

住　　所：愛知県蒲郡市三谷町竹沢

　　　　　25番地１

Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.aiweb.or.jp/aisuiso/

■
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
対
策
の
た
め
の
協
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
災
害
時
の

み
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
り
、
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
地
域
ご
と
に
配
置
さ
れ
て
い
る
個
人
所
有
の
井

戸
な
ど
の
所
在
地
や
数
量
を
定
期
的
に
把
握
し
、
飲
料
水
と

し
て
使
用
で
き
る
か
の
検
査
を
平
常
時
か
ら
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
慌
て
ず
対
処
で
き
ま

す
。
こ
の
た
め
の
新
た
な
協
定
の
締
結
を
現
在
模
索
し
て
い

ま
す
。

　
県
内
の
井
戸
水
の
稼
働
状
況
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
定

期
発
信
す
れ
ば
、
安
心
・
安
全
な
飲
料
水
確
保
に
繋
が
り
ま

す
し
、
定
期
的
に
水
質
検
査
業
務
を
行
政
か
ら
受
注
で
き
る

の
で
、
組
合
の
共
同
受
注
に
お
い
て
も
活
性
化
が
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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組合実務講座
本講座では、前回に引き続き決算関係書類作成の留意点として、施行
規則に基づいた財産目録及び貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案

（又は損失処理案）の参考様式を紹介します。なお、本会ホームペー
ジにも参考様式を掲載しております。
ご不明な点がございましたら、担当指導員までお問い合わせください。

決算関係書類等作成の留意点

＜財産目録＞
・下記の 　　　　　 の項目に区分して表示します。
・「差引正味財産」から「正味資産」へ表示が変更されました。

貸　借　対　照　表
　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日 （単位：円）

　　一　資産の部　　
Ⅰ流動資産
　１ 現金及び預金 ××
　２ 売掛金 ××
　３ 商品 ××
　４ 前払費用 ××
　５ 未収収益 ××
　６ その他の短期資産 ××
　７ 貸倒引当金 ××
　　 　流動資産計 ×××
Ⅱ固定資産
　ⅰ	有形固定資産
　１ 建物及び建物付属設備 ××
　２ 構築物 ××
　３ 機械及び装置 ××
　４ 車輌運搬具 ××
　５ 工具、器具及び備品 ××
　６ 土地 ××
　ⅱ	無形固定資産
　１ ソフトウエア ××
　２ 電話加入権 ××
　ⅲ	外部出資その他の資産
　１ 外部出資金 ××
　２ 長期前払費用 ××
　３ その他の資産 ××
　　 　特定引当資産 ××
　　 　固定資産計 ×××

Ⅲ繰延資産
　１ 創立費
　　 　繰延資産計 ××
　　 　資産合計 ×××

　　二　負債の部　　
Ⅰ流動負債 
　１ 買掛金 ××
　２ 前受金 ××
　３ 短期借入金 ××
　４ 未払金 ××
　５ 預り金 ××
　６ 未払法人税等 ××
　７ 未払消費税等 ××
　８ 未払費用 ××
　９ 仮受賦課金 ××
　10 前受収益 ××
　11 その他の短期負債 ××
　　 　流動負債計 ×××
Ⅱ固定負債
　１ 長期借入金 ××
　　 固定負債計 ××
　　 負債合計 ×××

　　三　純資産の部　　
Ⅰ組合員資本 ××
　ⅰ	出資金 ××
　ⅱ	資本剰余金
　１	資本準備金
　　 加入金 ××
　２	その他資本剰余金
　　 出資金減少差益 ××
　　 資本剰余金計 ×××
　ⅲ	利益剰余金
　１	利益準備金 ××
　２	その他利益剰余金
　　 （1）教育情報費用繰越金 ××
　　 （2）組合積立金
　　 　特別積立金 ××
　　 （3）当期未処分剰余金
　　 　当期純利益金額 ××
　　 　前期繰越剰余金 ××
　　 　利益剰余金計 ××
　　 　純資産合計 ×××
　　 　負債及び純資産合計
  ××××

＜貸借対照表＞
・下記の 　　　　　 の項目に区分して表示します。
・「資本の部」から「純資産の部」へ表示が変更されました。
・ その年度に脱退者がいる場合は、出資金を未払金に振り替え、

総会終了後に払い戻します。
・ 教育情報費用繰越金の戻入れについては任意となり、積立てる

こともできます。
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財　産　目　録
平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　一　資産の部　　　　　 （単位：円）
Ⅰ流動資産
　１ 現金及び預金
　　 （1）現金  ××
　　 （2）預金
　　 　①当座預金　商工中金○○支店○○口　××
　　 　②普通預金　○○銀行○○支店○○口　××
　　 　③定期預金　商工中金○○支店○○口　×× 計××
　２ 受取手形
　　（1）約束手形　○○通  ××
　３ 売掛金
　　（1）組合員売掛金　○○口 ××
　４ 短期有価証券
　　（1）売買目的有価証券　○○株 ××
　５ 商品、製品、原材料等
　　（1）商品　○○品  ××
　６ 前渡金
　　（1）組合員前渡金　○○口 ××
　７ 前払費用　借入利息未経過分 ××
　８ 未収収益　貸付利息未収分 ××
　９ 貸付金
　　（1）証書貸付金　○○口 ××
　10 繰延税金資産  ××
　11 その他の短期資産
　　（1）立替金  ××
　12 貸倒引当金  △××
　　 　流動資産計  ×××
Ⅱ固定資産
　ⅰ	有形固定資産
　１ 建物及び建物付属設備
　　 （1）建物　　　　　　取得価額　償却累計額　期末簿価
　　 　①事務所 ××　　××　　××
　　 （2）建物付属設備 ××　　××　　×× 計××
　２ 構築物　　　 ××　　××　　××
　３ 機械及び装置 ××　　××　　××
　４ 車両運搬具 ××　　××　　××
　５ 工具、器具及び備品 ××　　××　　××
　６ 土地　○○市○○町○○事務所敷地 ××
　７ 建設仮勘定  ××
　　 有形固定資産計  ×××
　ⅱ	無形固定資産　　　取得価額　償却累計額
　１ ソフトウェア ××　　×× ××
　２ 電話加入権  ××
　　 　無形固定資産計 ×××
　ⅲ	外部出資その他の資産
　１ 外部出資金
　　 （1）商工中金出資金　○○口 ××
　２ 長期保有有価証券
　　 （1）満期保有目的有価証券　利付商工債券 ××
　３ 差入保証金・敷金  ××
　４ 長期前払費用
　　 （1）未経過保険料  ××
　５ 長期繰延税金資産  ××
　６ その他の資産
　　 （1）特定引当資産○預金○銀行○支店○口 ××
　　 　外部出資その他の資産計 ×××
　７ 貸倒引当金  △××
　　 固定資産計  ×××
Ⅲ繰延資産
　１ 創立費　総支出額××　償却累計額×× ××
　　 繰延資産計  ×××
　　 資産合計  ××××

　　二　負債の部　　
Ⅰ流動負債
　１ 支払手形
　　 （1）支払手形　○○事業　○○通 ××
　２ 買掛金
　　 （1）買掛金　○○事業　○○口 ××
　３ 前受金
　　 （1）組合員前受金　○○口 ××
　４ 転貸借入金
　　 （1）商工中金○○支店　○○口 ××
　５ 短期借入金
　　 （1）商工中金○○支店　○○口 ××

　６ 未払金
　　 （1）未払○○金  ××
　７ 預り金
　　 （1）組合員預り金　○○事業　○○口 ××
　８ 未払法人税等  ××
　９ 未払消費税等  ××
　10 未払費用
　　 （1）未払○○料  ××
　11 前受収益
　　 （1）前受貸付利息　貸付利息未経過分 ××
　12 仮受賦課金　教育情報事業賦課金次期繰越事業分 ××
　13 繰延税金負債  ××
　14 その他の短期負債  ××
　　 　流動負債計  ×××
Ⅱ固定負債
　１ 長期借入金
　　 （1）商工中金○○支店　○○事業 ××
　２ 都道府県等借入金　○○事業 ××
　３ 組合員長期借入金　○○事業 ××
　４ 長期未払金　○○事業 ××
　５ 長期繰延税金負債 ××
　６ 退職給与引当金  ××
　　 　固定負債計  ×××
　　 　負債合計  ××××

　　三　正味資産の部　　
Ⅰ正味資産  ××××



＜損益計算書＞
・下記の 　　　　　 の項目に区分して表示します。
・ 事業総利益金額（又は事業総損失金額）、事業利益金額（又は

事業損失金額）、経常利益金額（又は経常損失金額）、税引前当
期純利益金額（又は税引前当期純損失金額）、当期純利益金額（又
は当期純損失金額）の表示が義務付けられています。

損　益　計　算　書
自　平成　年　月　日
至　平成　年　月　日

（単位：円）
（事業費用の部）

１売上原価
２販売費
３購買費
４教育情報事業費
５福利厚生事業費
６貸倒引当金繰入
　事業費用合計（C）

事業総利益金額
（A＋B－C）

（一般管理費の部）
１人件費
　（1）役員報酬
　（2）職員給料
　（3）福利厚生費
　（4）退職金
　（5）退職共済掛金
２業務費
　（1）旅費交通費
　（2）通信費
　（3）会議費
　（4）事務用品費
　（5）印刷費
　（6）器具備品費
　（7）関係団体負担金
　（8）交際費
　（9）賃借料
　（10）支払保険料
　（11）水道光熱費
　（12）減価償却費
　（13）雑費
３諸税負担金
　（1）租税公課
　（2）消費税等
　　一般管理費合計（D）

事業利益金額
（事業総利益金額－D）

（事業外費用の部）
１支払利息
２創立費償却
３貸倒損失
　事業外費用合計（F）

経常利益金額
（事業利益金額＋Ｅ－F）

（特別損失の部）
１固定資産売却損
　特別損失合計（H）

税引前当期純利益金額
（経常利益金額＋G－H）

税等
１法人税等　　　　　　　

当期純利益金額　　　　　
（税引前当期純利益金額－税等）

（事業収益の部）
１売上高
２受取販売手数料
３受取購買手数料
４教育情報賦課金収入
５仮受賦課金戻入
６教育情報費用繰越金戻入
７教育事業参加料収入
　事業収益合計（A）

（賦課金等収入の部）
１賦課金収入
２特別賦課金等収入
　賦課金等収入合計（B）

（事業外収益の部）
１受取利息
２受取外部出資配当金
３賛助金収入
４加入手数料収入
５事業経費補助金収入
６雑収入
　事業外収益合計（E）

（特別利益の部）
１固定資産売却益
２補助金収入
３貸倒引当金戻入
４未払法人税等戻入
　特別利益合計（G）

＜剰余金処分案（又は損失処理案）＞
・ 下記の場合は、剰余金処分案を作成し、それ以外は損失処理案

を作成します。
　① 当期未処分損益金額と組合積立金の取崩額の合計額が零を

超える場合であって、かつ、剰余金の処分がある場合

剰　余　金　処　分　案
自　平成　年　月　日
至　平成　年　月　日

（単位：円）

Ⅰ当期未処分剰余金
　（又は当期未処理損失金）
　１当期純利益金額
　　（又は当期純損失金額）
　２前期繰越剰余金
　　（又は前期繰越損失金）　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅱ組合積立金取崩額
　１特別積立金取崩額　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅲ剰余金処分額
　１利益準備金
　２教育情報費用繰越金
　３組合積立金
　　特別積立金
　　○周年記念事業積立金
　　役員退職給与積立金　　　　　　　　　　　　　　　　
　４出資配当金
　５利用分量配当金
　　共同購買事業配当金
　　○○事業配当金　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅳ次期繰越剰余金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

損　失　処　理　案
自　平成　年　月　日
至　平成　年　月　日

（単位：円）
Ⅰ当期未処理損失金
　１当期純損失金額
　　（又は当期純利益金額）
　２前期繰越損失金
　　（又は前期繰越剰余金）　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅱ損失てん補取崩額
　１組合積立金取崩額
　　特別積立金取崩額
　　○周年記念事業積立金取崩額
　　役員退職給与積立金取崩額　　　　　　　　　　　　　
　２利益準備金取崩額
　３資本剰余金取崩額　　　　　　　　 　　　　　　　　　

Ⅲ次期繰越損失金
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売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業 − − − −

非製造業 − − − − −

凡例

好転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪化
DI≦−10

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配
置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業
界の景況報告を集計したものです。情報連絡員は
全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われて
います。

【製造業】
尾州織物工業（協）：先月と同様厳しい状況に変化はないが、わずかではあるが、受注等が動き出す気配が感じられる。しかし、先行きは不透明であ
ることに変わりはない。
愛知県高圧ガス（協）：玉不足による価格是正が進む高圧ガスも一部あるが、全般的な荷動きは悪く、好・不況の較差が大きい。米国新大統領の保護
主義政策が当地区の主力産業である輸送機器業界に不安と不信を植えつけている。
名古屋木型工業（協）：受注の遅れにともない依頼件数も減ってきている会社が多いようだ。先の読めない状態は続いている。

【非製造業】
岡崎問屋団地（協）：景況感だけでみれば決して悪くはないが、先行きが明るく思える程ではなく、つかみ所がない。組合、組合員に特に変化はない。
刈谷市商店街連盟：1 年で最も寒い時期に入り、各商店街も一部を除き依然として厳しい状態が続いている。特にこの地方の基幹産業である自動車が
トランプ大統領の貿易不均衝問題の発言で今後の予想がつきにくく、不安定要因を出し悪影響を出している。

　●○●○● 業界レポート ●○●○●　

2017 年 2 月分
状況変わらず

　中小企業組合士とは？
　中小企業組合（事業協同組合、企業組合、商工組合やこれらの組合の連合会）の事務局で働いている役
職員の方の資質の向上を図るため、その職務を遂行する上で必要な知識に関する試験を行い、試験合格者
の中から一定の実務経験を持つ方に、中小企業組合士の称号を与える制度です。
　いま、中小企業組合には、ガバナンスの充実が求められており、広く社会の信頼を高め、社会的責任を
果たすには、組合運営の経験と専門知識を備えた人材が必要です。組合の業務を執行する役員、実務を担
う職員の方々すべてに挑戦していただきたい資格です。

　　試験科目及び内容
　　【組合会計】簿記、会計、税務
　　【組合制度】中小企業組織論、中小企業基本法、中小企業等協同組合法、中小企業団体の組織に関する法律、商店街振興組合法
　　【組合運営】組合運営通論、共同事業運営論、中小企業関係諸施策、労務管理・労働法通論

　５月号から過去に試験に出題された問題を掲載します。
　組合士合格に向けてぜひチャレンジしてください。

～中小企業組合士制度について～

クイズにチャレンジ！
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中
央
会

皆様のおかげで、昨年度無事 60周年を迎えられました。
これからも、笑顔・まごころ・チームワークで、
中小企業と組合の応援団として頑張ります！
本年度も宜しくお願い申し上げます。

職員一同

◉　新年度ごあいさつ　◉
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※ 1　中区（鉱業、建設業、運送・水運、倉庫業、サービス業、不動産、金融、保険、医療業）
※ 2　中区（労働企画部管轄以外の業種）

中
小
企
業
支
援
室

氏　　　名 事　業・業　務

室長 大山育夫
副室長 木村秀男 革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金

専
務
理
事　
　

石　

川　

泰　

三

事
務
局
長　
　

浦　

山　

隆　

史

◎　中央会事務局人事異動　本会は、平成 29 年 4 月 1 日付で下表の通り、人事異動を行いました。

部
長
（
事
業
総
括
）　　

水　

越　

昭　

雄

部
長
（
指
導
総
括
）　　

太　

箸　

俊　

一

部
長　
　

榊　

原　

章　

光

労　

働　

企　

画　

部

氏　　　名 指導地区 諸会・関連団体

労
働
グ
ル
ー
プ

G 長・主任 井関敦之
主事 池ノ上亜希子
書記 黒澤さちこ

名古屋市千種区・東区・北区、
一宮市の区域

企
画
グ
ル
ー
プ

G 長・主任 鈴木英夫
主任 高村育子
主任 菊本智恵
書記 太田祐介

名古屋市中区（※ 1）、熱田区・
瑞穂区・半田市・常滑市・東
海市・知多市・知多郡の区域

愛知県中小企業情報研究会　
愛知県官公需適格組合受注確
保協議会

三
河
分
室

氏　　　名 指導地区 諸会・関連団体

室長代理（主幹） 室田　聡 豊橋市・豊川市・蒲郡市・新
城市・田原市・北設楽郡の区
域主任 細川　忍

組　

織　

支　

援　

部

氏　　　名 指導地区 諸会・関連団体

組
織
化
グ
ル
ー
プ

次長兼 G 長 牛丸　穣
主事 加藤優樹
主事 中水　大
主事 上瀧奈緒子
主事 森井進也
主事 小川純平
書記 鈴木玉美

名古屋市中区（※ 2）・昭和区・
天白区・南区・緑区・岡崎市・
知立市・安城市・豊明市・大
府市・日進市・長久手市・愛
知郡・瀬戸市・春日井市・犬
山市・江南市・小牧市・稲沢
市・尾張旭市・岩倉市・清須市・
北名古屋市・西春日井郡・丹
羽郡・碧南市・刈谷市・豊田
市・西尾市・高浜市・みよし市・
額田郡・あま市・海部郡の区
域

愛知県中小企業青年中央会
あいち女性中央会
協同組合アイ

総　
　

務　
　

部

氏　　　名 指導地区 諸会・関連団体

経
理
グ
ル
ー
プ

次長兼 G 長 古閑賢三
主事 神谷典宏
主事 渡邉いくみ
書記 齋藤真由

名古屋市中川区・愛西市・弥
富市・津島市の区域

管
理
グ
ル
ー
プ

G 長・主任 桑原　学
主事 榊原万輝
主事 吉村詩織

名古屋市中村区・西区・守山区・
港区・名東区の区域

愛知県中小企業組合士会
愛知県中小企業政策連盟
東海北陸ブロック会長会
県大会実行委員会
県大会決議実現促進委員会

共
済
グ
ル
ー
プ

参事 成田千恵 総務部管轄の非会員組合

有限会社愛知ビジネスサービス

共済推進員 吉田俊紀

2017.4.1 現在
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（独）中小企業基盤整備機構の事業紹介

　中小企業大学校瀬戸校は、独立行政法人 中小企業
基盤整備機構（中小機構）が設置・運営する中小企業
のための専門的な研修機関として、平成元年４月、陶
器で有名な愛知県瀬戸市に開校しました。
　現在、約３万２千名を超える方々にご受講いただ
いています。
　中小企業者の方々と中小企業大学校について話を
すると、「講義が殆どで、退屈してしまいそうなイ
メージがある」といった声を耳にしますが、中小企業
大学校の研修は「体を使って体感していただく」こと
が大きな特徴となっています。
　ここで、標準的なカリキュラムの流れで“体感”型
の研修をご案内します。
　まずステップ１として、「講義」で知識を取得しま
す。しかし、聞くだけでは、なかなか記憶に残りませ
ん。
　そこでステップ２として、講義で得た知識を実際
に体を使って体感するための「演習・事例研究」を行
います。
　最後にステップ３として、受講生が抱えている自
社課題について、「講義や演習で学んだことを、その
課題の解決に向けてどう当てはめていくか？」を主
に考えるための「自社課題研究」を行います。

～ 御社の「人財」育成に、中小企業大学校瀬戸校をご活用ください ～

　これらのステップを１日でこなすことは難しく、
主に３日間かけて行っていただきます（研修によっ
ては２日・４日の期間を設けているものもありま
す。）。
　平成29年度は35本のコースを用意しており、分野
（企業経営・経営戦略、組織マネジメント、など）や
ターゲットとする階層（経営者から新任管理者まで）
も様々です。
　また、宿泊施設を有していることも、中小企業大学
校の特徴となっています。
　日々の業務から少し離れて異業種の方々と触れ合
うことで、新たなヒューマンネットワークを形成す
る一助としていただいています。
　中小企業大学校の施設は、自社の研修でも利用し
ていただくことが出来ます。
　以前利用した方からは「他の貸会議室や宿泊施設
よりも安く使えた」「環境面で、社員を研修に集中さ
せることができた」といったご意見をいただいてい
ます。
「自社課題解決のヒントを見つけたい方」
「幹部や新任管理者を育成させたい方」
「新たなヒューマンネットワークを形成したい方」
　中小企業大学校瀬戸校のご利用を、心よりお待ち
しています。

※平成29年度の研修（一覧）や、施設について
　ご案内しています。

中小企業大学校　瀬戸校
〒489-0001
　愛知県瀬戸市川平町79番地
電話：0561-48-3401

瀬戸校 検 索
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